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■掲示板

国内外の関連会議情報

開催期日 行 事 名 開催場所 連絡先／URL 掲載巻･号

2008 年
8/68 第 5 回日本加速器学会年会・

第 33 回リニアック技術研究会
東広島市中央公民館

（広島県）
http://www.pasj.jp

8/1015 CAARI '08 Texas, USA http://www.caari.com/

8/1722 ASC 2008 Illinois, USA http://www.ascinc.org/

8/2429 The 30th International Free Electron
Laser Conference

Gyeongju, Korea http://fel08.postech.ac.kr/

9/15 第14回多価イオン物理学国際会議 電気通信大学
（東京都調布市）

http://yebisu.ils.uec.ac.jp/
hci2008/

9/812 ICPP 2008（プラズマ理工学国際会議）福岡国際会議場 http://www.triam.kyushu-u.ac.jp
/ICPP/

9/19 第58回東レ科学講演会 有楽町朝日ホール
（東京都千代田区有楽町
251 有楽町マリオン
11階）

http://www.toray.co.jp/tsf/
index.html

（現在講演会案内は未掲載，8 月
初旬頃掲載予定）

9/2023 日本物理学会秋季大会（素核宇領域） 山形大学小白川キャン
パス

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jps/jps/
bbs/meetings.html

9/2023 日本物理学会秋季大会（物性領域） 岩手大学上田キャンパ
ス

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jps/jps/
bbs/meetings.html

9/2125 IMRP International Meeting on
Radiation Processing

London, UK http://www.imrp2008.com/

9/2910/3 LINAC 2008 British Columbia,
Canada

http://www.triumf.info/hosted/
LINAC08/

10/910 第 3 回高崎量子応用研究シンポジウム 高崎シティギャラリー
コアホール

日本原子力研究開発機構
高崎量子応用研究所
放射線高度利用施設部 業務課

5・2

10/1825 2008 IEEE NSSMIC Nuclear Science
Symposium and Medical Imaging
Conference

Dresden, Germany http://www.nss-mic.org/2008/

10/1929 Third International Accelerator School
for Linear Colliders

Oak Brook, Illinois,
USA

http://www.linearcollider.org/
cms/?pid＝1000490

10/2831 第 4 回真空・表面科学アジア・オース
トラリア会議

くにびきメッセ
（松江市学園南一丁目 2
番 1 号）

http://wwwsoc.nii.ac.jp/vsj/
vasscaa4/

11/1620 LCWS 08 and ILC 08 University of Illinois,
USA

http://www.linearcollider.org/
lcws08/

2009年
1/10 日本放射光学会創立20周年記念事業 東京大学 本郷キャン

パス大講堂（安田講堂）
http://www.jssrr.jp/

3/1217 Technology and Instrumentation in
Particle Physics, TIPP09

つくば国際会議場 http://tipp09.kek.jp/
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■「第回高崎量子応用研究シンポジウム―イオン

ビーム・電子線・ガンマ線・陽電子を用いた材

料・バイオ・環境研究―」開催のご案内

主 催日本原子力研究開発機構 高崎量子応用研究所

開催目的

本シンポジウムは，当研究所のイオン照射研究施設

（TIARA），電子線及びコバルト 60 ガンマ線照射施設

において実施された研究の成果の発表，利用者や利用を

計画している研究者が情報交換・討論を行うことにより

量子ビーム応用研究の推進と施設の有効利用を図ること

を目的としております。今回は，特別講演「放射線と生

命とのかかわりあり―そのベネフィットをさらに伸ばし

文明の利器とする―」，特別セッション「進化するサイ

クロトロン技術とその応用」を予定しております．

会 期平成 20 年 10 月 9 日(木)・10 日(金）

開催場所高崎シティギャラリー コアホール

（高崎市高松町 35 番地の 1）

問い合わせ先

日本原子力研究開発機構 高崎量子応用研究所 放射線

高度利用施設部 業務課

TEL0273469600 FAX0273469690

E-mailtakasaki-shisetsubu＠jaea.go.jp

☆★☆ 学会誌オンラインご案内 ☆★☆

編集委員長 岩下芳久

学会誌「加速器」は，http://www.pasj.jp/kaishi/index.html でご覧いただけます．

今回のユーザー ID とパスワードは

User IDpasj5-2
Passwordbu47R49t

です．このユーザー ID とパスワードは，次号が発行され，会員の皆様のお手元に届いた後，2008 年 8 月 11 日

から有効となります．また，新しいパスワードをお知らせした後には失効します．

第 5 回総会（2007 年 8 月 2 日和光にて開催）において説明させていただいたとおり，最新号が発行されたら

前号分までの閲覧を可能にするという，1 号ずらした公開とさせていただきます．

この学会誌オンラインは試行段階ですので，皆様から不具合のご指摘，コメントなどをいただければ幸いで

す．学会事務局（gakkai＠kasokuki.com）までお願いします．

また，当然の事ですが学会員以外へのパスワード漏洩は固く禁止致します．会員の皆様の良識あるご利用で，

お役に立てば幸いです．また，記事の著作権は日本加速器学会にありますので，転載等のご希望に関しては，必

ず学会事務局までご連絡下さい．


